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令和４年１１月１３日（日）午前９時
から北山崎小学校にて、中村地区合同
防災訓練が行われます。命を守る大切
な訓練です。出来るだけ参加するよう
にしましょう。

大字三秋からのお知らせ

昨年（２０２１年１１月）の防災訓練

水之明神社の注連縄石

　

注
連
石
は
、
注
連
縄
を
張
っ
た

り
掛
け
た
り
す
る
石
柱
の
こ
と

で
、江
戸
時
代
の
文
化
・
文
政
期（
１

８
０
４
～
１
８
３
０
）
に
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
柱
は
、
高
さ
３
ｍ
３
５
㎝
、

３
７×

２
６
㎝
の
大
き
さ
の
花
崗

岩
製
で
す
。
向
か
っ
て
右
側
に
至

誠
（
し
せ
い
）、
左
側
に
敬
神
（
け

い
し
ん
）
と
力
強
く
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。
至
誠
に
つ
い
て
は
、
草
書

体
な
の
で
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
い

ま
す
。
誰
が
書
い
た
文
字
で
あ
る

か
、
揮
毫
（
き
ご
う
）
者
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
１
２

月
の
建
立
で
、
寄
附
者
は
髙
岡
浅

吉
・
髙
井
兵
五
郎
・
稲
垣
市
太
郎
・

坂
井
政
長
。
世
話
人
は
、
折
井
丈

吉
・
滝
山
金
兵
衛
・
坂
井
樽
好
。

水
之
明
神
社
の

注
連
石
（し
め
い
し
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

石
工
今
岡
仲
次
郎
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

石
工
の
今
岡
仲
次
（
二
）
郎
は
、

伊
予
市
・
旧
中
山
町
・
松
前
町
で

神
社
の
注
連
石
や
鳥
居
な
ど
、
明

治
４
０
年
（
１
９
０
７
）
～
昭
和

１
０
年
（
１
９
３
５
）
ま
で
、
１

６
点
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す　

拡張後の正門 拡張前の正門

ム
ー
ズ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

予
て
よ
り
、
要
望
が
あ
っ
た

三
秋
集
会
所
正
門
の
拡
張
工
事

（
６
月
２
３
～
２
５
日
）
が
こ

の
度
行
わ
れ
た
。
会
合
等
で
集

会
所
を
車
で
訪
れ
る
際
、
門
の

幅
が
狭
い
た
め
、
車
種
に
よ
っ

て
は
入
り
づ
ら
い
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
今
回
の
拡
張
に
よ
り
ス

三
秋
集
会
所
正
門

　
　
　
　
　
　

広
が
る

（文
責
）　

原
田　

浩
明

お楽しみ抽選会の様子 特賞のカボチャが当たりました！

光を放つホタル

　

三
秋
の
夏
の
風
物
詩
が
帰
っ
て

き
た
。
２
０
１
９
年
以
降
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
開
催
を
自
粛
し
て
い

た
ホ
タ
ル
観
賞
会
が
、
こ
の
夏
（
６

月
４
日
）
３
年
ぶ
り
に
復
活
。
三

秋
集
会
所
前
の
広
場
に
は
、
老
若

男
女
問
わ
ず
、
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
が
集
ま
っ
た
。
マ
ス
ク
着
用

等
の
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
行

い
な
が
ら
、三
秋
川
沿
い
を
散
策
。

観
賞
す
る
私
た
ち
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
、
川
沿
い
に
は
た
く

さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
て
お

り
、
私
た
ち
の
目
を
和
ま
せ
て
く

れ
た
。

　

暫
く
観
賞
し
た
後
、
再
び
集
会

所
に
戻
り
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽 三秋川二本橋付近にて

（文
責
）　

原
田　

浩
明

復
活
！
３
年
ぶ
り
の

ホ
タ
ル
観
賞
会

選
会
が
開
催
。
抽
選
番
号
が
読
み

上
げ
ら
れ
る
度
に
、
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
た
。

地域新聞みあきの公式インスタ
グラムの方でも随時情報をUPし
ております。こちらのフォロー
の方も宜しくお願いします。

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の
風景やお祭り等、三秋に関する昔の写真がござ
いましたらご連絡ください。また、その他の投稿・情報・
写真も随時お待ちしております。 ★みあきの○○〇 
★うちの家族を紹介します　etc・・・。自薦他
薦問いません。お近くの当新聞編集委員もしくは、
メールにてご連絡下さい。
info.miaki@gmail.com

秋到来！レンコンの季節がやってきました。今年で４年目を
迎えるレンコン収穫体験イベント。少しは、「三秋＝レンコ
ン」のイメージが浸透してきたでしょうか。コロナ対策に配
慮しつつ、昨年とはまた違った楽しい体験会となるよう、ス
タッフ一同、愛大生と共に準備を進めておりますので、ご期
待ください。また、随時イベント等をお手伝い頂ける方募集
中です。メールもしくは SNS のメッセージにてご連絡下さ
い。お待ちしてます。

編   集    後    記

当選者は松山市の君岡さんです。おめでとうございます。

　補助標識は、本標識と一緒に取り付け
られ、本標識の意味を補足する役割があ
ります。
　皆さん、交通ルールを守り、交通事故
のない安全で明るい住みよい三秋である
よう、車の運転には気をつけましょう。

道路標識は、本標識と補助標識があり、本標識には４種
類あります。

解説　     
答え　Ａ－( ① )   Ｂ－( ④ )  Ｃ－( ③ )  Ｄ－( ② )
第16号のクイズの答えと解説

規制標識…道路を通行する時の禁止事項や制限事項など
を指示する標識
指示標識…運転する上で、守るべき交通方法や決められ
た場所などを示す標識
警戒標識…通行時に注意すべき状況や危険箇所などを事
前に知らせる標識
案内標識…地点の名称や方向・附属施設の案内。道路の
情報を知らせる標識

応募フォームこちら
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2023年１月9日（月）必着
当選発表　本紙第18号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外の目的
では使用いたしません。

①クイズの答え 土石流－(   )   がけ崩れ－(    )
地すべり－(   )　②住所　③氏名　④年齢　⑤
電話番号　⑥本紙の感想などを明記の上、郵便
ハガキ・Ｅメール・公式HPの応募フォーム（下
記の QR コードからアクセス）のいずれかにて
ご応募ください。正解者の中から抽選で１名の
方に図書カード５００円分をプレゼントいたし
ます。

応募方法

Ａ：地面にしみ込んだ水分が、土
の抵抗力を弱め、弱くなった斜面
が突然崩れ落ちる現象
Ｂ：比較的緩やかな斜面において
、地中の粘土層などの滑りやすい
面が、地下水などの影響でゆっく
り動き出す現象
Ｃ：谷や斜面にたまった土や石・
砂などが、大雨と一緒に一気に流
れ出す現象

Q.三秋地区は、山間部が多く、地質が脆い場所が多くあり
ます。豪雨や地震による土砂災害の危険が高いことを認識
しておく必要があります。
　土砂災害は、大きく３種類に分けることができます。「土
石流」・「がけ崩れ」・「地すべり」です。それぞれの言葉に
合う現象は次のうちどれでしょうか。

読者プレゼントコーナー ～土砂災害に関するクイズ～

性別：男の子　
年齢：６歳
性格：やさしくて、おとなしい性格
です。時々、玄関のチャイムや救急
車のサイレンには、声を出します。
ＰＲ：朝はお父さん、夕方は娘さん・
お孫さんと一緒に、楽しく散歩して
います。毎日、お父さん製作の自慢
のお家で、のんびり過ごしています。
来られた時は、僕にも挨拶してね!　

No.8
竹本光一さんの

         「太郎」くん

うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

め飾り」や「だるま」、春ならばセツさん自信作の「ブロッコリー」、
夏は「すいか」、秋は「焼き秋刀魚」、冬は「青首大根」に「クリスマ
スツリー」など。中には文字が見えたり、人が見えたりするのも、材
料が新聞ならではですね。新聞をちぎるポイントや糊付けの技など、「ち
ぎり絵」の作り方も紹介されています。
　印象に残ったのは、巻末のお孫さんのインタビュー。「祖母の場合、
ブロッコリーを見た瞬間、そこにたくさんの色を発見できるようで、」
と答えています。セツさんはこれまでの人生の中で、印象に残るもの
を無意識に心に留めていたのかもしれません。毎日を生きるというこ
とは、大きな行事や出来事だけではなく、日々の何気ない色や味や質
感に心を動かされたり、それらを大事にしたりすることだと思います。
セツさんが表現する「ちぎり絵」には、重ねてきた年月が見えるようで、
何度見ても飽きません。手軽にできる新聞を使った「ちぎり絵」、挑戦
したい気持ちもわいてきます。ただし、地域新聞「みあき」は、ちぎ
らないでいようと思うのですが。

『90歳セツの新聞ちぎり絵』
木村セツ（画）里山社

みあき図書館 （文責・岡田　有利子）

　「ちぎり絵」を作っているセツさん
は、昭和４年生まれの、タイトル通り
の 90 歳（発行年時点）です。表紙の
ハンバーガーを見ると只者とは思え
ず、さぞかし長年の経験があるのだろ
うと思いきや、実はセツさんが「ちぎ
り絵」を始めたのは 2019 年の元旦か
ら。その前年に連れ合いがなくなり、
長女の勧めで作り始めました。それま
では趣味のない人生だったとか。
ページをめくると、次々に現れる妙味
ある「ちぎり絵」。お正月ならば「し

※参考資料　ＮＰＯ法人土砂災害防止広報センター



林区域の間伐材を使って休憩デッキ
を製作する予定ですが、乞うご期待
です！また、当該補助金終了後は、
何らかの形で明神山への登頂登山イ
ベントの開催、山頂の水之明神社の
祠及び中腹の石鎚社の石御室の復活
等、再生整備した森林・古道を「活
用」していく活動を実施していきた
いと考えていますので、引続きご協
力をお願いいたします！

　林野庁７５％、愛媛県２５％、伊予市２５％の出資比率で実施され
る「森林・山村多面的発揮対策交付金」事業は、３年間で１セットの
補助金事業です。初年度は一昨年の２０２０（令和２）年度から始ま
り（新聞第１２～１３号を参照）、人が集まって作業することが厭わ
れるコロナ禍が長引く状況の中、次年度にあたる昨年２０２１（令和
３）年度も、愛媛大学の笠松浩樹先生及び所属の学生さん達の協力を
得て、何とか無事に実施することができました。最終年度の今年２０
２２（令和４）年度の申請も６月中に県の方に無事採択して頂き、上
記愛大笠松先生方と共に１１月中に安全講習会を開催し、その後、森
林整備を予定しています。昨年度までに当該整備森林区域までの林道
全４５０mの内、コンクリート敷設部分以外の獣道部分約２００mの
拡張工事も終了し、格段に歩き易くなっています。本年度は、整備森

和尚の小部屋 （文責・玉井　敬信）１３．明神山古道プロジェクトのその後！

　

最
近
、
三
秋
地
区
に
移
住
し
て

来
ら
れ
た
福
西
さ
ん
ご
一
家
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ち

ら
の
ご
一
家
は
、
ご
主
人
様
同
士

が
ご
兄
弟
で
、
２
世
帯
７
人
が
同

居
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
兄
さ
ん
の

孝
治
さ
ん
一
家
は
、
伊
予
市
森
地

区
か
ら
、
弟
さ
ん
の
貴
彦
さ
ん
一

家
は
、
大
洲
市
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

移
住
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と
。

　

移
住
さ
れ
て
約
１
年
経
つ
そ
う

で
す
が
、
三
秋
地
区
に
つ
い
て
、

優
し
く
て
い
い
人
が
多
く
、
散
歩

に
良
い
環
境
で
、
地
域
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
と
て
も
楽
し
い
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
イ
ノ

シ
シ
が
自
宅
近
く
に
出
没
す
る
こ

と
が
あ
り
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が

い
る
の
で
、
そ
の
点
が
心
配
と
も

仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

福
西
さ
ん
、
今
回
の
取
材
快
く

受
け
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
！
三
秋
へ

（文
責
）　

原
田　

浩
明

左
か
ら
【兄
一
家
】睦
美
さ
ん
・類
ち
ゃ

ん
・孝
治
さ
ん　

【弟
一
家
】和
真
く
ん
・

貴
彦
さ
ん
・美
尋
ち
ゃ
ん
・な
ぎ
さ
さ
ん

道路の片隅、コンクリート
の境界壁とアスファルト舗
装の間で、ひっそりとがん
ばっているペチュニアで
す。昨年の花の種が隙間に
入り込んで、春から成長し
たのでしょうか。今では、
りっぱな花を咲かせていま
す。

【タイトル】
「がんばるペチュニア」

水田に映る三秋の風景で
す。田んぼに水を張って、
田植え前の少しの期間しか
見ることができません。し
かも、風の凪いでいる時間
帯でないと、鏡で映ったよ
うな逆さの風景を見ること
ができません。

【タイトル】
「逆さ三秋」

何か良いことがある
かも？

三秋大池の、洪水吐け付近で
見ることができました。体長
は５０ｃｍぐらいだったでし
ょうか。三秋大池に行くと、
見ることができるかもしれま
せん。映画の「幸福の黄色い
ハンカチ」ではありませんが、

【タイトル】
「黄色い恋（鯉）」

みあき写真館 特別編（写真）　日山　貞治

　

ひ
ろ
君
、
夏
子
さ
ん
、
赤
ち
ゃ

ん
ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
、
五
十
年
前
の
事
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
誰
で
も
子
育
て

は
、
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
、
大

変
な
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
、

元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
病
気
に
関
す
る
お
話

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
や
赤
ち
ゃ
ん

で
、
一
番
の
病
気
は
、
風
邪
で
す
。

「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
一
番
気
を
付
け
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
お
風
呂
か

ら
出
て
、
暑
そ
う
に
し
て
汗
を
び

っ
し
ょ
り
か
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

を
見
て
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
扇

風
機
に
当
て
て
あ
げ
た
ら
気
持
ち

い
い
か
な
と
思
っ
て
、
涼
し
い
風

を
送
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
大
人
の
考
え
で
、
赤
ち
ゃ
ん
に

は
ダ
メ
で
、
忽
ち
風
邪
を
ひ
か
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
今
で

も
そ
の
事
を
一
番
に
思
い
出
し
ま

す
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
私
の
経
験

談
と
は
ち
ょ
っ
と
意
味
が
違
い
ま

す
が
、
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
、

風
邪
を
ひ
く
と
、
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
、
喉
が
痛
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
扁
桃
腺
が
腫
れ
て
、
扁

桃
腺
の
熱
が
出
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
か
ら
ば
い
菌
が
入
っ
て
、
腎

臓
病
、
心
臓
病
、
そ
の
他
の
病
気

に
な
り
ま
す
。
私
の
友
人
も
腎
臓

病
で
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
私
の

姉
も
心
臓
病
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
昔
は
、
良
い
薬
や
抗
生
物
質

が
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
。

　

人
の
一
生
は
、
赤
ち
ゃ
ん
、
保

育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、

青
年
、
壮
年
、
老
年
等
々
、
長
い

よ
う
で
短
い
。
元
気
で
逞
し
く
育

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（文
責
）　

稲
多　

勝
利

私
の
子
育
て
談

よ
う
で
短
い
。
元
気
で
逞
し
く
育

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

５
月
２
０
日
、
三
秋
新
聞
委
員

長
の
原
田
浩
明
・
夏
子
さ
ん
夫
妻

に
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま

し
た
。
お
名
前
は
、「
侑
虎
（
ゆ
う

と
）」
く
ん
で
す
。

　

名
前
の
由
来
は
、
浩
明
さ
ん
に

「
今
年
は
何
十
年
に
１
回
の
寅
年

だ
か
ら
ね
。」
と
言
わ
れ
、
調
べ
て

み
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
は
、「
壬

寅
（
み
ず
の
え
と
ら
）」
で
、「
新

し
く
立
ち
上
が
る
こ
と
」
や
「
生

ま
れ
た
も
の
が
成
長
す
る
こ
と
」

を
意
味
し
、
縁
起
が
良
い
そ
う
で

す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
は
五
黄

の
寅
年
と
も
言
わ
れ
、
十
二
支
と

九
星
術
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
も

最
も
運
気
が
強
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
五
黄
の
寅
年
生

ま
れ
の
有
名
人
は
、
徳
川
家
康
、

上
杉
謙
信
で
す
。
う
～
ん
、
運
気

の
強
さ
も
納
得
の
お
二
人
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
踏
ま
え
、
お
子
様
の
お
名
前

に
「
虎
」
を
使
っ
た
よ
う
で
す
。

　

三
秋
に
新
し
い
命
が
誕
生
す
る

こ
と
は
本
当
に
貴
重
で
あ
り
、
地

域
の
み
ん
な
で
、
守
り
育
て
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
浩
明
さ
ん
・
夏

子
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

原田夫妻と侑虎くん

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

　

去
る
７
月
２
３
日
、「
西
予
市
地

域
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
６
回
行
わ
れ
る
う

ち
の
こ
の
日
は
、
伊
予
市
民
と
交

流
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
内
容
で

あ
っ
た
た
め
、
特
別
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
会
場
の
伊
予
市

役
所
で
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
尾

山
台
に
て
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
高
野
雄
太
さ
ん
を
講
師
に
、

尾
山
台
で
の
様
々
な
活
動
が
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
分
か
り
易
く
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、「【
つ

な
が
り
】
が
先
、【
や
る
こ
と
】
は

後
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
、

ま
ず
は
色
ん
な
属
性
の
方
と
つ
な

が
る
こ
と
、
そ
こ
で
、
想
い
を
語

り
聞
く
こ
と
で
、
自
然
と
【
や
る

こ
と
】
が
形
作
ら
れ
、
前
に
進
ん

で
行
く
ん
だ
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
早
速
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
、
講
師
の
高
野
さ

ん
と
名
刺
交
換
を
し
、【
つ
な
が

り
】
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
活
動
に
ど
ん
な
変
化
が
生
ま
れ

る
か
楽
し
み
で
す
。

スライドを使って解説する高野さん

新
し
い
地
域
の
つ
な
が
り

を
生
み
出
し
て
み
よ
う

（文
責
）　

原
田　

浩
明

クレソンのアップ写真

　

三
秋
川
の
城
ヶ
端
橋
か
ら
城
ヶ

端
２
号
橋
に
か
け
て
、
令
和
２
年

度
に
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
し
て
か

ら
河
原
に
ク
レ
ソ
ン
が
群
生
し
て

い
ま
す
。

　

ク
レ
ソ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原

産
の
多
年
草
で
、
和
名
オ
ラ
ン
ダ

ガ
ラ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
水

生
植
物
で
、
お
も
に
湿
地
に
生
育

し
て
い
ま
す
。
菜
の
花
と
同
じ
ア

ブ
ラ
ナ
科
の
植
物
で
す
が
、
花
の

色
は
白
で
、
初
夏
か
ら
夏
に
か
け

て
開
花
し
ま
す
。
開
花
の
時
期
に

は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
多
く
飛
来

し
、
葉
は
ア
オ
ム
シ
の
被
害
を
受

け
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

ク
レ
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、

明
治
時
代
の
初
め
に
西
洋
野
菜
と

し
て
導
入
さ
れ
、
若
い
葉
は
独
特

の
香
り
の
ほ
か
、
ほ
の
か
な
苦
味

ピ
リ
ッ
と
す
る
辛
味
が
あ
り
、
肉

料
理
の
付
け
合
わ
せ
や
サ
ラ
ダ
の

材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
で
は
、
外
来
種
（
帰
化
植
物
）

と
し
て
各
地
の
小
川
で
野
生
化

し
、
要
注
意
の
外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
、
駆
除
さ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
三
秋
地
区
で
も
５
月

に
、
二
本
橋
付
近
の
ク
レ
ソ
ン
は
、

駆
除
さ
れ
ま
し
た
。

三秋川のクレソン

三
秋
川
の
ク
レ
ソ
ン

（文
責
）　

日
山　

貞
治 放置竹林の竹で作ったピン モルックの体験

竹楽器製作キット

　

今
年
も
お
盆
の
２
日
間
（
８
月

１
３
、
１
４
日
）、
手
作
り
交
流
市

場
町
家
に
て
、
三
秋
産
野
菜
の
販

売
等
を
通
し
て
の
三
秋
の
Ｐ
Ｒ
活

動
「
三
秋
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
町
家
」
が

開
催
さ
れ
た
。
恒
例
の
朝
ど
れ
キ
ュ

ウ
リ
詰
め
放
題
を
は
じ
め
、
愛
媛

大
学
の
学
生
に
よ
る
放
置
竹
林
の

竹
を
利
用
し
た
、
竹
楽
器
製
作
キ
ッ

ト
の
展
示
販
売
や
モ
ル
ッ
ク
（
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
）
の
体
験
が

行
わ
れ
た
。
中
で
も
モ
ル
ッ
ク
体

験
に
お
い
て
は
、
比
較
的
手
軽
な

ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
大

変
人
気
だ
っ
た
。

キュウリの詰め放題と野菜の販売

三
秋
フ
ェ
ア
町
家

            

ｉ
ｎ
２
０
２
２

（文
責
）　

原
田　

浩
明

手
ま
り
咲
き
タ
イ
プ
の
ア
ジ
サ
イ

額
咲
き
タ
イ
プ
の
ア
ジ
サ
イ

法面あじさい

　

ア
ジ
サ
イ
は
、
ア
ジ
サ
イ
科
の
落

葉
低
木
で
、
日
本
に
自
生
し
て
い
る

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
が
原
種
で
す
。
園
芸

品
種
が
と
て
も
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
品
種
改
良
さ
れ
た
西
洋
ア
ジ
サ
イ

（
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア
）
や
ア
メ
リ
カ

ア
ジ
サ
イ
（
ア
ナ
ベ
ル
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

ア
ジ
サ
イ
は
、
花
の
中
央
に
あ
る

両
性
花
は
極
小
で
、
そ
の
周
辺
に
あ

る
４
枚
の
萼
（
が
く
）
が
大
き
く
発

達
し
た
装
飾
花
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
花
の
色
が
よ
く
変
わ
る
こ
と
か

ら
「
七
変
化
」
と
も
呼
ば
れ
、
土
壌

の
酸
性
度
（
Ｐ
Ｈ
）
に
よ
っ
て
、
酸

性
の
土
な
ら
青
、
ア
ル
カ
リ
性
の
土

な
ら
赤
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

三
秋
地
区
で
は
、
多
く
の
家
庭
の

庭
や
、道
路
端
・
畑
の
一
角
な
ど
で
、

ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

額
咲
き
タ
イ
プ
や
手
ま
り
咲
き
タ
イ

プ
。
が
く
に
も
一
重
や
八
重
、
胡
蝶

タ
イ
プ
や
細
長
い
タ
イ
プ
な
ど
様
々

で
す
。　

（文
責
）　

日
山　

貞
治

色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ


